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研究成果の概要（和文）：多読の目的は多くの易しい英文に触れることにより、単語や文法の処

理の効率を促進することによって流暢な読解力をつけることにある。本研究では単語の意味判

断テストと一文の文法性判断テストは開発し、文法知識の処理効率がよりよく効率的な読みと

かんけいがふかいことを明らかにすることができた。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of extensive reading is to promote the efficiency of 

vocabulary and syntactic processing skills through the exposure to a great amount of easy 

English. This research partially proved that the efficiency scores of lower level processing, 

especially syntactic parsing, are closely related with fluent reading skills. 
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１．研究開始当初の背景 

 多読によってどのようなリーディング力を
伸ばすことができるのかについて、動機づけ
研究が多かった。多読によってどのようなリ
ーディング力を伸ばすことができるのかに
ついての研究は少なかった。多読によって、
訳さなくても読めるということが言われる
が、それは下位処理の自動化にあると思われ
る。そのような理由で、リーディングの下位
の構成要素である単語認知や統語解析の認
知的な処理能力の速さと正確さの点から、多
読の効果について考察しようとした。 

２．研究の目的 

本研究は、「日本人英語学習者が多読によっ
て、どれほど単語認知や統語解析の処理技能
を向上させ、それらの技能の自動化を促進で
きるか」という研究課題に取り組む。前基盤
研究(C)で、多読によって読解力・読解速度が
向上することを実証した。この上達を認知処
理の面から明らかにするのがこの研究の主
なねらいである。そのため、既に開発中の単
語認知テストを改良し、統語解析テストを開
発して、各処理技能の正確さと反応速度を測
定し、多読によって、どれほど自動化が促進
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するかを検証する。また単語認知テストと統
語解析テストの正確さや反応速度に関する
読解効率と読解の正確さと速度とを合わせ
た読解効率の関係が深いことを実証する。 

３．研究の方法 

 語彙知識の正確さと語彙の意味アクセス
の速さを測定する単認知テストを開発した。
単語の意味が同じかどうかを判断する 100題
のテストである。 
また文法の処理能力を測定するため、文法

性判断テストを作成し反応速度と正確さを
測定した。刺激文の長さを 7語から 10語（平
均 8.７語）、非文法的な文の判断点を最初の
語から 4語から 6語(平均 5.05語目)にくる
ように英文を統制し、できる限り刺激文をほ
ぼ同等な条件にして、刺激文によって反応に
差が出ることを避けた。文法的に正しい文 40
題、文法的に間違っている文 40題である。
文法項目は、間接疑問文・文型・副詞の位置
などの語順に関するもの、過去形・複数・３
人称単数現在の -(e)ｓ・格などの形態素に
関するもの、比較・準動詞などの句や節に関
するもの、進行形。完了形などのテンスやア
スペクトに関するものである。 
（この報告書では）時間が明瞭に測定でき

るので、エディンバラ大学で開発されたクロ
ーズテスト Aと Bをリーディングテストとし
て使用した。各テストの誤答数と反応速度を
Z得点に変換し、2で割った数値を効率指数
として算出した。 
４．研究成果 
大学 1年生 29名と 2年生 30人の単語認知

テストと統語解析テストの記述統計は下記
の通りである。WR は単語認知テスト(word 
recognition)、G は文法テスト、C はクロー
ズテストの省略である。また Yは Yes反応の
問題、Nは No反応の問題である。「文法」(G: 
grammatical)とは刺激文が文法的に正しい
問題、「非文法」(UG: Ungrammatical)とは刺
激文が文法的に正しくない問題のことであ
る。反応速度の記述統計は省略する。 
 
表１ 1年生 全テストの記述統計 N=29 
 項目数 M SD 
WR (Yes) 50 40.83 3.85 

WR (No) 50 46.59 2.76 

WR (All) 100 87.10 4.47 

C 76 35.62 7.35 

G(文法) 40 31.86 3.47 

G (非文法) 40 22.24 5.02 

G (全問) 80 54.10 5.63 

 
表 2 2年生 全テストの記述統計 N=30 
 項目数 M SD 
WR (Yes) 50 39.27 4.74 

WR (No) 50 46.73 2.42 

WR (All) 100 86.00 5.65 

C 67 45.23 6.59 

G(文法) 40 32.00 3.73 

G (非文法) 40 25.67 4.53 

G (全問) 80 57.10 6.55 

 
 まず全テストの正答数を誤答数に変換し
て、その誤答数と反応速度を Z得点にして効
率指数を算出した。その効率指数に基づいて
相関関係を算出した。その結果を表 3（１年
生の結果）と表４(2年生の結果）に示した。 
 
表 3 クローズテストとの相関 １年生 

WR(Y) ER(N) WR(A) G(G) G(UG) G(A) 

.15 .27 .17 .42* .28 .49** 

*< .05, ** < .01 
 
表 4 クローズテストとの相関 2年生 

WR(Y) ER(N) WR(A) G(G) G(UG) G(A) 

.42* .36* .46* .50** .53** .59** 

*< .05, ** < .01 
 
表 3と表 4の結果が示すように、1年間の

多読経験のある２年生の方が単語認知テス
ト文法テストにおいても、クローズテストと
の相関が有意に高かった。１年生の非文法的
文の相関を除いて、クローズテストは文法要
因と有意な相関があっただけである。２年生
は１年間の多読経験がテキストを早く処理
できる処理能力を伸ばしているように思わ
れる。 
１年生と２年生の参加者は文法の知識の

方が単語認知テストよりもクローズテスト
との相関が高かった。これはクローズテスト
の解答には相当な文法力が必要とされるこ
とから十分予想できることである。１年生の
単語認知の相関が低いが、単語認知テストの
プライム単語もターゲット語も頻度の高い
親密な語を用いているので、正確さの点で差
が見られない。また単語の認知の正確さに対
応して単語の処理速さが発達していなく、処
理が安定していないように思われる。またク
ローズテストの処理も多読の経験が浅く速
く、正確に処理できる力が伸びていないと思
われる。そのためか１年生の単語認知におい
てはクローズテストとの有意な相関は見ら
れなかった。しかし、ここに示していないが、
反応速度間には有意な相関がみられた。 
流暢な読みは単語認知力と統語解析力と

関係が深く、流暢な読みはそれらの下位の処
理に支えられており、多読によりその処理能
力は正確さと速さにおいて伸びることが証
明された。 
 多読による、単語認知効率と統語解析効率
の向上については、研究の遅れがあり、多読
プログラム終了後のポストテストを実施で
きなかったので、後日その結果を発表する予
定である。 
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